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生を生きていくことを意味している)を目指している O 次に、 G.ベイトソンは、文化人類学、
生物学、精神医学などの分野を脱領域的に渡り歩きながら、私たちの生きた世界の「結び合わ
せるパターン (thepattern that connects) Jを求めて探求を続けた思想家であるO ベイトソ
ンのコミュニケーション論は、「学習」を考える上でも興味深い。また特に、べイトソンによ
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に埋め込まれたもの (SituatedLearning) Jであることを主張し、その学習に対する関わり
のあり方を実践共同体への「正統的周辺参加 (LegitimatePeripheral Participation) Jとし





































分類したベイトソンの説明が有効となる o 1対称型」とは、「ニ者関係において、 AとBの行動
が (AとBによって)同じものとして見られ、しかもAの行動の集まりがBを刺激してその
『同じ行動』を強め、逆にまたBの行動がAの「同じ行動』を促進するようなかたちで二つが
連係しているとき 8)Jの関係をいう O 軍事競争、隣人同士の見え張り、スポーツ競技などに見
られる o 1相補型」とは、「たとえば見る行為と見せる行為とが互いにフィットするように、 A
とBの行動が同じでないが相互にフィットするものであり、しかもAの行動の強まりがBの行






















以上のように、「相補型」の関係のパターンに関して 2つのことを言えるであろう O まず、
「自己JV S r酒」という対称型のパーソナリティから、酒に対して勝てない自分を認める(=
酒に対して相補的であることを認める)ことによって、〈自己+酒〉という自己と酒が一体と
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